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広報きよさと

●人口と世帯数
12月末日現在
（　　）内は先月比

　「正しく美しい愛の習字」を基本理念としている日本習字を学べ
る福原習字教室は福原千恵美さんと娘の三上千尋さんが二人でたく
さんの子どもたちに習字を教えています。
　習字教室は昭和５４年に福原さんの母である加藤さんが加藤習字
教室として始め、４５年経った今も同じ建物で教室を開いています。
　福原さんは、かつて母の習字教室のお手伝いと介護の仕事を両立
しておりとても忙しい日々を過ごしていたといいます。しかし、そ
の母が体調を崩され、教室を続けるかどうかを悩んでいたときに娘
の千尋さんに電話で相談したそうです。そのときに「今、やめては
ダメ。大変なら私も手伝うから」と説得され、まだ頑張って続けよ
うと決めたそうです。
　福原さんが習字を教えるうえで気を付けていることは「集中して
字を書くわけですから嫌がる子もいます。でも、習字をやめたこと
を大人になってから後悔してほしくないので、子どもたちが続けら
れるように、その子のペースに合わせて指導している」そうです。
　今後の目標を尋ねると「過去に習字を教えていた生徒が、仕事を
定年退職したあとに習字教室を継ぐと言ってくれたこともありまし
たので、元気なうちは現役で頑張りたい」と今後も習字教室を続け
ていく決意を語ってくれました。

vol.21街角再発見
「街角再発見」は、広報担当者が街角を
ぶらりと散策し、地域の魅力再発見につ
ながる内容をお届けするコーナーです。

（ふくはら・ちえみ、みかみ・ちひろ）
昭和４１年生まれ。平成４年生ま
れ。母と娘で日本習字をたくさんの
子どもたちに伝えている。
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・人口
　計3,715人（－17）
・世帯数
　1,709世帯（－12）

男性 1,828人（－12）
女性 1,887人（－5）

２月に１歳のお誕生日を
迎えるお子さんを紹介し
ます

中森　大晋くん
（羽衣町南）
令和5年2月16日生まれ
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令和５年分の確定申告を受け付けます
注目記事

p7

資源ごみのプラスチック類の分別が変わりますp14

排雪の受入れを行っていますp16

街角再発見 vol.21　福原習字教室p28



まちの話題 特別編

　１月４日、令和６年清里消防団出初式が行われました。
厳寒の中、清里市街を消防団員と消防車両による分列
行進が行われました。
　分列行進終了後、町民会館にて無火災表彰や退職消
防団員及び現職消防団員への表彰状の伝達が行われま
した。

■令和５年中無火災表彰
　●第１分団　（継続日数　７８４日）
　●第２分団　（継続日数　３６５日）
　●第３分団　（継続日数　７２８日）

■退職消防団員に対する消防庁長官表彰
　●第1号報償　佐々木　豊子
　●第2号報償　山口　　剛

■北海道知事表彰
　●２０年勤労章
　　山川　圭一
　●10年勤続章
　　石井　卓也
　　鍋山　大樹
　　我妻　浩幸

令和６年　清里消防団出初式を行いました

令和６年 清里消防団出初式
表彰者（敬称略）

■北海道消防協会表彰
　●30年勤続章
　　數原　一広
　●20年勤続章
　　山川　圭一
　●10年勤続章
　　石井　卓也

■北海道消防協会オホーツク地方支部表彰
　●功労賞
　　畠山　　出

■斜里地区消防組合表彰規定に基づく表彰
　●功績賞２号
　　塚田　　勉
　●功績賞１号
　　高尾　安泰
　　谷澤　新一
　●優良賞４号
　　漆原　逸世
　　石川　　学

令和６年清里町二十歳の集い

　１月５日、生涯学習総合センターにて清里町二十歳
の集いが開催されました。華やかな振り袖やスーツに
身を包んだ35名が出席し、来賓や家族、友人などが見
守る中で二十歳という節目を迎えました。式典では一
人ひとりが壇上に立ち、親しい人への感謝や今後の抱
負を語っていました。

スケートリンクがオープン

　１２月２５日、スケートリンク利用者の安全などを祈る
安全祈願祭が行われ、スケート協会やスケート少年団
の子どもたちが参加しました。関係者は「近年、稀に見
る綺麗なスケートリンクができた」と話されました。ま
た、祈願祭終了後には、さっそく少年団の子どもたち
が初滑りを楽しんでいました。

自分たちの育てた
じゃがいもが給食に
　１２月１５日、小学校３学年の生徒が清小楽しいキッズ
スクール農園で育てたじゃがいもを食べる給食会を迎
えました。この日の給食では、大切に育てたじゃがいも
が使用された「長いもじゃがバター」が提供され、食べ
た子どもたちからは「おいしい」などの嬉しそうな声が
上がっていました。

餅つきで１年の締めくくり
緑町地域食堂「ポッケ」開催
　１２月１６日、緑センターにて緑町地域食堂実行委員
会による地域食堂が開催され、たくさんの地域の方々
が集まりました。今回は緑町の子ども会との共同開催
で餅つきを実施しました。大人も子どもも協力して一
生懸命につき、出来上がったお餅をいろいろな食べ方
でおいしそうに頬張っていました。

よりよいまちづくりのために
清里中学校地域提言
　１２月１２日、清里中学校３年生による地域提言学習
発表会が行われました。地域提言とは、毎年３年生の生
徒が取り組み、町の課題を分析して、より良いまちづく
りを実現するために町へ提言するものです。当日は
古谷町長をはじめ関係機関の代表者が集まる中、生徒
たちはさまざまなテーマに基づいて発表していました。

第５回清里焼酎の夕べ in きよ～る

　１２月１４日、５回目となる清里焼酎の夕べがきよ～る
にて開催されました。今回はクリスマスが近いことも
あり、特製オードブルとケーキが用意されました。当日
は約６０名の参加があり、用意されていた特製オードブ
ルを肴に清里焼酎を各人各様の飲み方で楽しみ、ケー
キを食べた方はそのおいしさに頬を緩めていました。

清里町農業協同組合と
包括連携協定を締結
　１２月１９日、清里町と清里町農業協同組合は農業地
域振興に関する包括連携協定を締結しました。この協
定は、地域住民の安心と安全、カーボンニュートラルな
どの環境負荷軽減に関することなどのさまざまな項目
で連携・協力をする内容となっており、活力あふれる新
たな地域社会を作り上げることが期待されます。

地域公共交通に関する研修会を開催

　１２月２０日、役場３階で地域公共交通に関する研修
会が開催されました。清里町地域公共交通アドバイ
ザーの為国孝敏氏を講師に迎え、令和６年度から通院
や通学などの生活の足確保に向けた交通施策を展開
していくため、地域公共交通の今後の方向性と計画内
容について説明がされました。

皆さんの身近な話題をお寄せください まちの話題企画政策課まちづくりグループ　☎ 25-2135
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認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
希

望
す
る
場
合

　
町
民
課
窓
口
で
顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
登
録
が
で
き
ま
す
。
あ
わ

せ
て
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
登
録

も
行
い
ま
す
。
な
お
、
顔
認
証
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
切
替
え
後
は
、
健
康

保
険
証
・
本
人
確
認
書
類
以
外
の
利
用

は
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

町
民
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
５
２
（
２
５
）
２
１
５
７

斜
里
岳
山
小
屋
の

指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た

令
和
５
年
10
月
よ
り
指
定
管
理
者
の

募
集
を
行
っ
て
い
た
斜
里
岳
山
小
屋

「
清
岳
荘
」
は
、
令
和
５
年
12
月
15
日

の
町
議
会
定
例
会
を
経
て
、
引
き
続
き

特
定
非
営
利
活
動
法
人
き
よ
さ
と
観
光

協
会
に
管
理
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。
期
間
は
令
和
６
年
度
か
ら

令
和
10
年
度
ま
で
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
地
域
振
興
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
５
２
（
２
５
）
３
６
０
１

くらしの情報広場
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国
民
年
金
保
険
料
の

口
座
振
替
前
納
申
し
込
み

国
民
年
金
保
険
料
は
、
一
定
期
間
の

保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
に
よ

り
保
険
料
が
割
引
に
な
る「
前
納
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。（
既
に
手
続
き
済
み
の

方
は
、
新
た
な
お
申
し
込
み
は
不
要
で

す
）

※
令
和
６
年
度
の
１
カ
月
の
国
民
年
金

保
険
料
額
は
１
万
６
千
９
８
０
円
で

す
。

●
申
込
先　
金
融
機
関
、
北
見
年
金
事

務
所
、
役
場
町
民
課
窓
口

※
「
納
付
書
又
は
年
金
手
帳
」・「
通
帳
」

「
通
帳
の
届
出
印
」
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

●
前
納
制
度
改
正

令
和
６
年
３
月
か
ら
新
た
に
国
民
年

金
保
険
料
の
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
で
の
前
納
制
度
が
改
正
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
前
納
を
希
望

し
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
開
始
に
つ

い
て
は
翌
年
度
４
月
末
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
令
和
６
年
３
月
以
降
に
申
出
を

受
け
た
場
合
は
年
度
の
途
中
で
あ
っ
て

も
、
初
回
振
替
日
の
属
す
る
月
分
か
ら

年
度
末
ま
た
は
翌
年
度
末
ま
で
の
国
民

年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
ま
た
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ
っ
て
前
納
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
の
振
替
方
法

通
常
の
口
座
振
替
の
場
合
で
も
、
当

月
末
引
き
落
し
の
「
早
割
」
に
変
更
す

る
と
１
カ
月
50
円
（
年
間
６
０
０
円
）

の
割
引
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
北
見

年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
現
金
で
の
前
納
も
で
き
ま
す

４
月
上
旬
に
発
送
さ
れ
る
納
付
書
の

う
ち
、
６
カ
月
分
・
１
年
度
分
の
納
付

書
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

な
お
、
２
年
度
分
の
前
納
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
の
お
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
３
月
末
ま
で
に
、
申
出
書

を
北
見
年
金
事
務
所
に
提
出
す
る
と
、

４
月
以
降
に
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
５
月
１
日
㈬
ま
で
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

※
下
記
の
割
引
額
比
較
も
参
照
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

町
民
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

（
戸
籍
年
金
担
当
）

☎
０
１
５
２
（
２
５
）
２
１
５
７

北
見
年
金
事
務
所

☎
０
１
５
７
（
２
５
）
８
７
０
３

●口座振替と現金納付の割引額比較

区　　分
（金額は令和５年度）

割　引　額
通　常

口座振替 現金納付

早割（当月末振替） ５０円 － １６，５２０円

６カ月前納 １，１３０円 ８１０円 ９９，１２０円

１年前納 ４，１５０円 ３，５２０円 １９８，２４０円

２年前納 １６，１００円 １４，８３０円 ４０２，０００円

・
各
種
所
得
控
除
に
関
す
る
書
類

【
社
会
保
険
料
控
除
】　
健
康
保
険
料
・

年
金
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
領
収
書

【
生
命
保
険
料
控
除
・
地
震
保
険
料
控

除
】　
支
払
額
な
ど
の
証
明
書

【
障
害
者
控
除
】　
障
害
者
手
帳
な
ど

【
医
療
費
控
除
】　
医
療
費
控
除
（
セ
ル

フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）
の
明
細

書
、
医
療
費
の
お
知
ら
せ
、
各
証
明
書

（
お
む
つ
証
明
書
）
な
ど

【
寄
附
金
控
除
】　
寄
付
先
の
団
体
か
ら

交
付
さ
れ
た
寄
附
金
の
受
領
証
明
書
な

ど【
扶
養
控
除
、
配
偶
者
（
特
別
）
控
除
】

　
扶
養
親
族
・
配
偶
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
等

・
申
告
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等

・
申
告
者
名
義
の
預
貯
金
口
座
の
わ
か

る
も
の
（
所
得
税
の
還
付
金
が
発
生
す

る
場
合
）

・「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」（
税
務
署

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
）

・
利
用
者
識
別
番
号
の
わ
か
る
も
の

●
医
療
費
控
除
・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
の
明
細
書
作
成
の
お
願
い

　
例
年
、
職
員
に
よ
る
領
収
書
の
整
理

と
控
除
額
の
計
算
に
大
幅
に
時
間
を
要

し
、
申
告
者
の
皆
様
の
待
ち
時
間
が
長

く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
領
収
書
の

整
理
と
明
細
書
の
作
成
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
ご
自
宅
で
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す

税
情
報

令
和
５
年
分
の
確
定
申
告
を
受

け
付
け
ま
す

２
月
16
日
㈮
か
ら
、
令
和
５
年
分
所

得
税
の
確
定
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
確
定
申
告
が
必
要
な
方

・事
業
所
得・不
動
産
所
得・配
当
所
得・

譲
渡
所
得
が
あ
る
方

・
給
与
収
入
が
あ
る
方
で
20
万
円
を
超

え
る
他
の
所
得
が
あ
る
方

・
公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
を
超

え
る
方

・
公
的
年
金
収
入
の
他
に
20
万
円
を
超

え
る
他
の
所
得
が
あ
る
方

・
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
給
与
収
入

が
あ
る
方

・
確
定
申
告
を
行
う
と
所
得
税
が
還
付

さ
れ
る
方

●
確
定
申
告
が
不
要
な
場
合
で
も
町
道

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す

・
給
与
収
入
（
ま
た
は
年
金
収
入
）
以

外
の
所
得
が
あ
る
場
合

・
給
与
あ
る
い
は
年
金
収
入
の
み
の
方

で
、
所
得
控
除
（
扶
養
控
除
、
社
会
保

険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
、
医
療

費
控
除
な
ど
）
を
追
加
す
る
場
合

●
申
告
に
必
要
な
も
の

・
令
和
５
年
中
の
所
得
額
の
わ
か
る
資

料
（
源
泉
徴
収
票
や
領
収
書
）

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
確
定

申
告
書
の
作
成
や
印
刷
を
は
じ
め
、
電

子
申
告
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

画
面
の
案
内
に
沿
っ
て
入
力
す
る
だ

け
で
、
自
動
計
算
さ
れ
る
た
め
、
ご
自

身
で
計
算
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

２
月
16
日
㈮
〜
３
月
15
日
㈮

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
受
付
場
所

清
里
町
役
場
（
１
階
）

町
民
課
税
務
・
収
納
グ
ル
ー
プ

※
確
定
申
告
は
網
走
税
務
署
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

町
民
課
税
務
・
収
納
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
５
２
（
２
５
）
２
１
３
６

原
動
機
付
自
転
車
な
ど
を

取
得
ま
た
は
手
放
さ
れ
た
方
へ

軽
自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
所
有
に
基
づ
い
て
課
税
さ

れ
ま
す
。
１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
の
原
動
機

付
自
転
車
や
農
作
業
用
特
殊
自
動
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
な
ど
を
取
得
ま
た
は

手
放
さ
れ
た
方
は
、
忘
れ
ず
に
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
に
必
要
な
も
の

あ
た
た
か
な
お
気
持
ち

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

︵
令
和
５
年
12
月
受
付
分
︶

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

（
老
健
き
よ
さ
と
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
き
よ
さ
と
含
む
）

●
寄
付
金

藤
田　
弘
子
さ
ん
（
水
元
町
第
２
）

安
藤　
忍
さ
ん
（
向
陽
東
）

河
西　
節
子
さ
ん
（
神
威
南
）

工
藤　
直
子
さ
ん
（
緑
町
）

●
お
品
物

服
部　
泰
蔵
さ
ん
（
羽
衣
町
南
）

辺
見　
幸
子
さ
ん
（
羽
衣
町
第
１
）

美
馬　
廣
子
さ
ん
（
向
陽
北
）

木
塚　
雅
之
さ
ん
（
札
弦
町
第
２
）

北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
（
網
走
市
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
寄
付

●
寄
付
金

宮
部　
か
ゆ
り
さ
ん
（
小
清
水
町
）

●
お
品
物

神
威
南
自
治
会

江
南
老
人
ク
ラ
ブ

【
新
た
に
所
有
す
る
場
合
】

・
原
動
機
付
自
転
車
等
の
情
報

（
車
名
、
型
式
、
車
台
番
号
、
排
気
量

な
ど
）

【
手
放
し
た
場
合
・
町
外
へ
移
す
場
合
】

・
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）

●
問
い
合
わ
せ
・
届
出
先

町
民
課
税
務
・
収
納
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
５
２
（
２
５
）
２
１
３
６

募
集

令
和
５
年
度

自
衛
官
採
用
試
験

【
自
衛
官
候
補
生
】

●
応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

●
受
付
期
間　
２
月
22
日
㈭
ま
で

●
試
験
日　
２
月
26
日
㈪
〜
３
月
３
日

㈰
ま
で
の
間

●
試
験
会
場　
帯
広
市

●
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部　
網
走
地

域
事
務
所

☎
０
１
５
２
（
４
４
）
５
７
４
３

自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.m

od.go.jp
/pco/obihiro/
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きよさと

公認心理師・臨床心理士・精神保健福
祉士などの心理カウンセラーによる
電話カウンセルを行います。

【受付時間】　平日 午前9時～午後5時
0120-460-277

通話無料
こころの電話カウンセリング

催
し

お
ひ
さ
ま
広
場
︵
雪
遊
び
︶

●
日
時　
２
月
５
日
㈪
・
19
日
㈪　
午

前
10
時
〜

●
場
所　
モ
ト
エ
カ
広
場

●
内
容　
雪
遊
び
を
し
ま
す
。
ス
ノ
ー

ウ
エ
ア
、
手
袋
、
帽
子
、
長
靴
な
ど
を

着
用
し
て
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象　
０
歳
〜
就
学
前
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者

※
９
時
50
分
ま
で
に
支
援
セ
ン
タ
ー
に

集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

※
支
援
セ
ン
タ
ー
は
通
常
通
り
自
由
開

放
を
行
っ
て
い
ま
す
。

す
く
す
く
健
康
相
談

●
日
時　
２
月
７
日
㈬　
午
前
９
時
30

分
〜

●
場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
内
容　
身
体
計
測（
保
健・栄
養
相
談
）

●
持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
・
バ
ス
タ

オ
ル

●
対
象　
０
歳
児
〜
就
学
前
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者

※
支
援
セ
ン
タ
ー
は
自
由
遊
び
を
行
っ

て
い
ま
す
。

札
弦
親
子
遊
び
の
広
場

●
日
時　
２
月
26
日
㈪　
午
前
９
時
30

分
〜

●
場
所　
札
弦
保
育
所

●
内
容　
体
操
・
リ
ズ
ム
遊
び
・
読
み

聞
か
せ
・
製
作
・
札
弦
保
育
所
の
お
友

達
と
遊
戯
室
で
自
由
遊
び
な
ど
を
し
ま

す
。

●
対
象　
０
歳
児
〜
就
学
前
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者

※
支
援
セ
ン
タ
ー
は
自
由
開
放
を
し
て

い
ま
す
。

※
２
月
９
日
㈮
は
「
１
歳
児
ク
ラ
ス
同

級
生
会
」
が
行
わ
れ
る
た
め
、
自
由
開

放
は
お
休
み
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
子
ど
も
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
５
２
（
２
５
）
２
１
０
０

ＪＲ北海道より一部列車とりやめのご案内

《問い合わせ》　ＪＲ北海道　知床斜里駅　☎０１５２（２３）２６３４

ＪＲ北海道から、令和６年３月１６日より一部列車取りやめのお知らせがありました。

●釧網本線（釧路―網走）上り
　・列車番号４７３６Ｄ …… 川湯温泉 ２０：３３発 → 網　　走 ２２：００終着
　　（緑２０：５０発、札弦２０：５８発、清里２１：０６発）
　・列車番号４７３８Ｄ …… 釧　　路 ２２：１３発 → 摩　　周 ２３：３０終着

●釧網本線（網走―釧路）下り
　・列車番号４７２１Ｄ …… 摩　　周 　５：２０発 → 釧　　路 　６：３７終着
　・列車番号４７３７Ｄ …… 網　　走 ２２：０９発 → 知床斜里 ２２：５０終着
　・列車番号４７３３Ｄは網走１８：５４→緑駅２０：１６までの運行となり、緑駅で終着となります。

令和６年３月１６日ダイヤ改正の時刻表は、広報３月号の折り込みチラシをご確認ください。

不妊治療費等助成事業のお知らせ

《問い合わせ・申請窓口》　保健福祉課保健グループ（保健センター内）　☎０１５２（２５）３８５０

　町では、不妊治療にかかる経済的負担の軽減を図るため、一般不妊治療・特定不妊治療に加え、新たに
先進不妊治療を対象とした助成制度を開始しました。

●対象者
　次のすべての要件に該当する方が対象です。
　・清里町に住所を有する方　　　　　　　・４３歳未満の夫婦（妻の年齢）
　・町税、使用料などの滞納がない方　　　・他自治体で助成を受けていない方

●助成概要
　新制度と既存制度は併用して助成を受けることが可能です。

先進不妊治療（新制度） 一般・特定不妊治療（既存制度）

対象費用

●医療保険適用の特定不妊治療と併用して
実施した先進不妊治療※の受診に要した
治療費

●先進不妊治療を受診するときに要した交
通費（片道２５㎞以上が対象）

●医療保険が適用された不妊治療に要した
治療費の自己負担額

助成額
（１回あたり）

【治療費】１０分の７（上限３万５千円）
【交通費】距離数に応じた基準額の３分の２

【治療費】自己負担額分（上限１５万円）
※食事療養費及び生活療養費は含まない。

助成回数

【治療費】
　４０歳未満：６回まで（１子ごとに）
　４３歳未満：３回まで（１子ごとに）
【交通費】
　１回の治療に対し５回まで

【一般不妊治療】制限なし
【生殖補助医療】
　４０歳未満：６回まで（１子ごとに）
　４３歳未満：３回まで（１子ごとに）

適用期間 令和５年４月１日以降に実施した治療 令和４年４月１日以降に実施した治療
※先進不妊治療…厚生労働省にて先進医療として告示された技術による治療　
【助成の例】
　〇先進不妊治療　片道２５０㎞の医療機関で受診し、治療費が４万円だった場合

治療費分 助成額 (10 分の 7)
28,000 円

自己負担額
12,000 円 ＋交通費分 助成額（3 分の 2）

5,880 円
自己負担額
2,940 円

　〇一般不妊治療・特定不妊治療　治療費が３０万円だった場合（保険診療の治療費）

治療費分 医療保険適用分
210,000 円

助成額（自己負担額）
90,000 円

　
●その他　先進不妊治療の助成申請には、受診医療機関が発行する受診証明書が必要となりますので、
　　　　　お早めにご相談ください。
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月のイベントカレンダー2
●保健福祉課保健グループ　☎ 0152（25）3850

行事 日時 場所
乳幼児健診 15日㈭ 午後1時～ 保健センター

こころの健康相談 26日㈪ 午前9時～ 保健センター

●子育て支援センター　☎ 0152（25）2100
行事 日時 場所

赤ちゃん広場（１～６カ月対象） 2日㈮ 午前９時３０分～ 子育て支援センター

おひさま広場（雪遊び） 5日㈪
19日㈪ 午前１０時～ モトエカ広場

すくすく健康相談 7日㈬ 午前９時３０分～ 子育て支援センター

１歳児クラス同級生会 9日㈮ 午前９時３０分～ 保健センター健康ホール

親子で遊ぼう土曜日開放 17日㈯ 午前９時３０分～ 子育て支援センター

札弦親子遊びの広場 26日㈪ 午前９時３０分～ 札弦保育所

赤ちゃん広場（７～１２カ月対象） 3月4日㈪ 午前９時３０分～ 子育て支援センター

●教育委員会　☎ 0152（25）2005
行事 日時 場所

いきいき健康セミナー

1日㈭
8日㈭
15日㈭
22日㈭
29日㈭

午後1時15分～ 清里トレーニングセンター

スキー教室【ジュニア】
2日㈮
7日㈬
9日㈮

午後7時～午後9時 緑スキー場

スキー教室【一般】

1日㈭
6日火
8日㈭
13日㈫
15日㈭

午後7時～午後9時 緑スキー場

読み聞かせ会（３歳～小学校低学年） 8日㈭ 午後2時30分 生涯学習総合センター
和室A

スケート大会 10日㈯ 午前7時～ 町営スケートリンク

スキー大会 12日㈪ 午前8時30分～ 緑スキー場

ことぶき大学祭 16日㈮ 午前10時15分～正午 生涯学習総合センター

自治会対抗ミニバレー大会 17日㈯ 午前8時50分 開会式 清里トレーニングセンター

読み聞かせ会（０・１・２歳） 21日㈬ 午前10時30分～ 生涯学習総合センター
和室A

町営住宅入居者募集
■申込期間【一般募集住宅】　２月１日㈭～９日㈮　■選考委員会　２月15日㈭

問い合わせ 町民課町民生活グループ　☎0152（２５）３５７７

間取りや申込書など詳しくはこちらの町ホームページの［町営住宅］まで

■公営住宅
団地名 住所 対象世帯 間取り 建物階 部屋番号 月額住宅使用料

青葉団地 緑町22番地5

一般世帯向け
※単身入居要件有

3DK 平屋 238号 8,600円～12,800円
2DK 2３９号 ８,５00円～１２,６00円

札進団地 札弦町51番地2 2DK 平屋 267号 5,700円～8,500円268号

札南団地 札弦町36番地3 2DK 平屋 212号 4,300円～6,500円
3DK 217号 5,500円～8,200円

野川団地 羽衣町43番地9 一般世帯向け 3LDK 平屋 91-13号 16,000円～23,800円

さくらんぼ団地 水元町35番地5 一般世帯向け 3LDK 平屋

92-24号 19,000円～28,300円
93-35号 18,200円～27,100円
93-36号 19,200円～28,600円
93-39号 19,200円～28,600円
94-44号 19,400円～29,000円

２ＬＤＫ 94-48号 16,900円～25,200円
はごろも団地 羽衣町21番地10 一般世帯向け 2LDK ２階 05-78号 20,000円～29,800円
ひまわり団地 羽衣町27番地21 一般世帯向け ２ＤＫ ２階 13-107号 18,100円～26,900円
さっつる団地 札弦町316番地5 一般世帯向け ２ＬＤＫ 平屋 14-109号 19,400円～28,900円

※公営住宅は一定所得を超える場合は申込できません。また、所得に応じて４段階の住宅使用料が設定されます。
（入居後に所得が基準額を超える場合は記載以上の住宅使用料になります。）
※さくらんぼ団地（一部）・青葉団地・札進団地・札南団地のお部屋に関しましてはお申し込み後に修繕を行うため、
入居まで２ヶ月程度時間を要します。あらかじめご承知おきください。

■特定公共賃貸住宅・特別賃貸住宅
団地名 住所 対象世帯 間取り 建物階 部屋番号 月額住宅使用料

さっつる団地 札弦町316番地5 単身向け １ＬＤＫ ２階 96-645号 21,000円１階 97-647号

リバーサイド団地 羽衣町37番地3 単身向け １ＬＤＫ 2階 92-606号 21,000円1階 94-625号

ふれあい団地 羽衣町39番地4 単身向け 1LDK
1階 98-653号

21,000円1階 98-654号
２階 98-658号

リバーサイド団地 羽衣町37番地3 一般世帯向け ３ＬＤＫ
２階 93-703号

41,000円２階 93-704号
２階 97-712号

ふれあい団地 羽衣町39番地3 一般世帯向け ２ＬＤＫ ２階 00-739号 36,000円羽衣町39番地4 ２階 98-727号

■住宅使用について
・ペット（犬・猫などの小動物）の飼育は禁止しています。　　・駐車場所については、各戸につき１台分です。
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一 般 社 団 法 人 
斜里岳の麓にて

診 察 医 師 予 定 表 ●受付時間　［午前］８：２０～１１：３０／［午後］１３：００～１６：３０
※予定はやむを得ず変更になることがあります。ご了承お願いします。

●整形外科および合地医師の外来は予約制です。
● 5 日㈪午後、26 日㈪午後 および 3 日㈯午前、17 日㈯午前の診療は予約制です。

月 火 水 木 金 土 日
1月 29日 1月 30日 1月 31日 1日 2日 3日 4日

午 前
宮　下 宮下 宮下 宮下 宮下 宮下・長田

１０：００～（予約）

休　診
内科／呼吸器内科 内科／呼吸器内科 内科／呼吸器内科 内科／呼吸器内科 内科／呼吸器内科 宮下＝内・呼（予約）

長田＝整形（予約）

午 後
宮下（予約）

１４：００～１６：００ 訪問診療 訪問診療
予防接種 訪問診療 訪問診療

予防接種

長田（予約）
１３：３０～１６：００

内科／呼吸器内科 整形外科

5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日

午 前
宮下・合地 宮下 宮下 宮下 宮下

休　診 休　診
宮下＝内・呼

合地＝内科(予約) 内科／呼吸器内科 内科／呼吸器内科 内科／呼吸器内科 内科／呼吸器内科

午 後
宮下・合地

13:30～(予約) 訪問診療 訪問診療
予防接種 訪問診療 訪問診療

予防接種宮下＝内・呼(予約)
合地＝内科(予約)

12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日

午 前

休　診

宮下 宮下 宮下・皆川
皆川医師（予約） 宮下 宮下（予約）

休　診
内科／呼吸器内科 内科／呼吸器内科 宮下＝内・呼

皆川＝整形（予約）内科／呼吸器内科 内科／呼吸器内科

午 後 訪問診療 訪問診療
予防接種 訪問診療 訪問診療

予防接種 休　診

19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日

午 前

休　診

宮下 宮下 宮下

休　診 休　診 休　診
内科／呼吸器内科 内科／呼吸器内科 内科／呼吸器内科

午 後 訪問診療 訪問診療
予防接種 訪問診療

26日 27日 28日 29日 3月 1日 3月 2日 3月 3日

午 前
宮　下 宮下 宮下

休　診

宮下 宮下・長田
１０：００～（予約）

休　診
内科／呼吸器内科 内科／呼吸器内科 内科／呼吸器内科 内科／呼吸器内科 宮下＝内・呼（予約）

長田＝整形（予約）

午 後
宮下（予約）

１４：００～１６：００ 訪問診療 訪問診療
予防接種

訪問診療
予防接種

長田（予約）
１３：３０～１６：００

内科／呼吸器内科 整形外科

※内科と整形外科が両方ある時間帯の内科は大変混み合いますので、長時間お待ちいただくことがあります。

きよさとクリニックからのおしらせ

2月

次月の診察予定表

予防接種カレンダー

でんわ   ０１５２－２６－７１５５ 〒０９９－４４０５
斜里郡清里町羽衣町３５番地３５

●受付時間　［午前］８：２０～１１：３０／［午後］１３：００～１６：３０
※予定はやむを得ず変更になることがあります。ご了承お願いします。

●基本的に午後は訪問診療を行っております。
月 火 水 木 金 土 日
26日 27日 28日 29日 3月1日 3月2日 3月3日

午 前 診療 診療 診療
休　診

診療 予約診療
休　診

午 後 予約診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 予約診療

4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日
午 前 診療 診療 診療 診療 診療

休　診 休　診
午 後 予約診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療

11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日
午 前

休　診
診療 診療 診療 診療 予約診療

休　診
午 後 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 休　診

18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日
午 前

休　診
診療

休　診
診療 診療

休　診 休　診
午 後 訪問診療 訪問診療 訪問診療

25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日
午 前 診療

休　診
診療 診療 診療

休　診 休　診
午 後 予約診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療

月 火 水 木 金 土 日
1月29日 1月30日 1月31日 1日 2日 3日 4日

午　前
休　診

午　後 受付して
おりません

乳幼児限定
受付１６：００

受付して
おりません

乳幼児限定
受付１３：００

受付して
おりません

5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日
午　前

休　診 休　診
午　後 受付して

おりません
乳幼児限定
受付１６：００

受付して
おりません

乳幼児限定
受付１３：００

12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日
午　前

休　診 休　診
午　後 受付して

おりません
乳幼児限定
受付１６：００

受付して
おりません

乳幼児限定
受付１３：００ 休　診

19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日
午　前

休　診 休　診 休　診 休　診
午　後 受付して

おりません
乳幼児限定
受付１６：００

受付して
おりません

26日 27日 28日 29日 3月1日 3月2日 3月3日
午　前

休　診 休　診
午　後 受付して

おりません
乳幼児限定
受付１６：００

乳幼児限定
受付１３：００

受付して
おりません

予防接種は予約制です。予約がない方は予防接種をお断りさせていただく
場合がございます。ご了承ください。

予防接種ができる日時です。
ご確認のうえ、ご予約ください。

3月

2月 受付時間　［午前］８：２０～１１：３０
　　　　　［午後］１３：００～１６：３０
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　これまでの　　　マークのついた「資源ごみ」の他に　　　マークのついていないプラスチックの一部も
資源ごみとして出すことができます。

　　　マークのついているもの（プラスチック製容器包装類）これまでの資源ごみ

調味料のチューブ 洗剤やシャンプーのボトル ペットボトルキャップ
卵のパックや
食品のフィルム

「燃やせないごみ」だったもののうち、上記と混ぜて、「資源プラスチック」で出すことができるもの
❶１００％プラスチック ❷長辺が３０㎝以下 ❹シート状や板状のものは厚さ３㎜以下❸汚れていないもの

例えば

例えば

コップ

キッチン用品

保存用タッパー

ジップ付き袋

スポンジ

おたま

食器類

皿

コップ

ストロー

スプーン
フォーク

サニタリー用品

歯ブラシ

洗濯ばさみ

くし

ブラシ

文房具

クリアファイル

ボールペン

定規

えんぴつの
キャップ

ビニール製品

雨がっぱ

浮き輪

レジャーシート

ビニール袋

その他

ハンガー

バラン
（弁当の中仕切り）

プラモデル

ひも・バンド

クリアファイル ストロー 歯ブラシ 保存用タッパー ＣＤ・ＤＶＤ

　いずれも上記の❶～❹を満たしたものに限ります。

出し方の注意事項

プラスチック以外の素材が簡単
に取り外せる場合は取り外して
資源プラスチックで出すことが
できます。
例）ボールペンの芯は抜く。

100％プラスチック素材で大きさが30㎝
を超える物でも小さくすれば、資源プラス
チックで出すことができます。

例）浮き輪ははさみなどで30㎝以下に切る。
※小さくできない場合はこれまで通り燃やせないごみです。

　プラスチックは私たちの生活に欠かせないとても便利な素材である一方で、廃棄されたプラスチックの海洋流出や、プラスチックの
製造や廃棄段階で生じる二酸化炭素による温暖化等をはじめ、生態系や気候変動に大きな影響を与えています。
　そのため、国もこれまでの「プラスチック製容器包装類」だけでなく新たに他のプラスチックをリサイクル可能な仕組みと、市町村でリ
サイクルされたプラスチックの量に応じた交付金の制度を整備する等の取り組みを行っています。　
　そこで清里町でもごみ処理の経費削減や最終処分場（埋立施設）の長期利用のために、新たに「資源プラスチック」の分別収集を令
和6年4月から開始することにしました。
　持続可能な社会の実現のために、「プラスチックごみ」の減量化や再資源化（リサイクル）のご協力をお願いします。

　ビンや空き缶、ペットボトルや資源プラスチックはきれいに洗浄をしてください。食べ残しや飲み残しなど
が付着しているとリサイクルができません。

●使用する袋　資源ごみ用の指定袋を使用してください。
●収集日　各地区の資源ごみの日に収集します。
●その他　これまで通り、汚れている場合や内容物が残っているものは収集できませんので洗浄してください。

新しい分別は環境汚染や地球温暖化の防止と施設の延命を目的としています

この機会に正しい分別について確認してください！

《問い合わせ》　町民課町民生活グループ　☎０１５２（２５）３５７７

　燃やせないごみに混ざっている水分が機械の故障につながるため、生ごみや液体の残っているボトルの中身
などは職員が手作業で取りのぞいており大変な手間になっています。
　生ごみは燃やせるごみ、使い切れなかった液体のものはきれいにすすぐか、中身を古布や紙に染み込ませて
燃やせるごみに出しましょう。

●燃やせないごみに「生ごみ」や「液体」を混ぜないで

●資源ごみはきれいに洗浄しましょう

以下のものは絶対に混ぜないでください！

燃やせないごみ
ゴム製品、かばん、くつ等の他素材の混合物

小型家電回収ボックスへ
小型家電製品

これまで通りペットボトルとして分別
ペットボトル

燃やせないごみ（機械の損傷防止のため）
まな板（厚さ３mm以上）や擬木等の厚みがあるもの

燃やせないごみ（作業者のけが防止のため）
刃物（スライサー、カッター、カミソリなど）

燃やせないごみ（感染防止のため）
注射器や点滴用器具

「燃やせないごみ」から「資源プラスチック」に分別が変わる主なもの

資源ごみとしてリサイクルできるものが増えます

４月１日から
資源ごみのプラスチック類の分別が変わります！

その名も「資源プラスチック」

くらしの情報広場 TOWN INFORMATION
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■問い合わせ・申込み　清里町地域包括支援センター　☎０１５２（２５）２９４３

ふまねっと
運 動 教 室
サポーター募集！
４０～５０歳代歓迎

教室
冬

見学歓迎！！

きよポン５０Ｐ対象

　「ふまねっと運動」は、５０ｃｍ四方の大きな
マス目でできた“あみ”を床に敷き、その“あみ”
をふまないように歩く運動です。
　この運動を続けていくと、歩行機能や認知
（注意力・記憶力・集中力）機能の改善効果を実
感することができます。

申込み締切　2月９日㈮まで

清里教室
きよさときょうしつ

●会　場　保健センター（健康ホール）
●開催日　①２月１３日㈫　　②２月２０日㈫
　　　　　③２月２７日㈫　　④３月５日㈫
●時　間　午前９時３０分 ～ 午前１０時３０分

マスク着用など感染症対策に努めて開催します
きよさとポイントカード「きよポン」行政連携ポイントの50ポイント付与対象です。

令和
６年 木2 22
上記日付に電子マネーをチャージすると、
チャージ金額の１0％分が加算されます!!

10

※一人につき１カ月間で5万円が上限です。

排雪の受入れを行っています

《排雪の連絡先》　㈱清建工業　０１５２（２５）２３０９
《問い合わせ》　産業建設課建設グループ　０１５２（２５）３５７２

●受入対象　町内の各家庭、商店、事業所からの排雪
●受入場所　町雪捨て場（清里高校グラウンド南側）　
●受入期間　３月末まで（降雪状況により変更になる場合があります）
●受入時間　午前９時～午後４時
●注意事項
⑴排雪する場合は、事前に指定管理者（清建工業）に連
絡してください。

⑵必ず指定された堆積場所に排雪してください。
⑶排雪する雪にゴミなどを混ぜないでください。
⑷町の排雪作業期間中は、安全対策のため受け入れを休
止します。

⑸排雪作業に伴う事故などについては排雪者自身の責任
となりますので、安全には十分ご注意ください。

※公園・町有地など公共の場への排雪はご遠慮願います。

経路
雪捨て場

雪捨て場への経路

くらしの情報広場 TOWN INFORMATION
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令和５年 第８回定例会
令和５年１２月１５日

　令和５年第８回町議会定例会は１２月１５日に開会し、定例監査結果報告、財産の無償貸付、指定管理者の
指定、条例制定・改正、各会計補正予算など計１６件の議案を審議し、全て原案通り可決し、同日閉会しました。
また、今定例会では、４名の議員が一般質問を行い、町長、教育長に考えを質しました。

補
正
予
算

地
域
経
済
対
策
な
ど
追
加
補
正

◆
一
般
会
計
︵
第
６
号
︶

　
地
域
経
済
対
策
に
伴
う
備
品
整
備

等
の
他
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
事
業
、

診
療
所
備
品
購
入
事
業
、
小
学
校
教

材
等
整
備
事
業
な
ど
の
補
正
で
す
。

主
な
補
正
事
業

●
緑
温
泉
冷
房
設
置
事
業３

０
６
万
円

●
地
域
活
動
推
進
事
業
︵
除
雪
・
排

雪
支
援
︶　 　
　
　
　
３
０
０
万
円

●
地
域
経
済
対
策
事
業

３
千
６
０
０
万
円

●
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
重
点
支
援
給
付
金
事
業

３
千
５
５
１
万
１
千
円

●
診
療
所
備
品
購
入
事
業

４
０
１
万
５
千
円

●
牛
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
清
浄
化
対
策
支

援
事
業　
　
　
　
１
４
９
万
８
千
円

●
小
学
校
教
材
等
整
備
事
業

４
４
５
万
３
千
円

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
︵
第
２

号
︶

　
令
和
６
年
度
か
ら
の
介
護
報
酬
等

の
改
定
に
基
づ
く
介
護
保
険
事
業
シ

ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
補
正
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

︵
第
２
号
︶

　
北
海
道
広
域
連
合
へ
負
担
す
る
ガ

バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
移
行
費
用
に
係

る
積
立
金
廃
止
及
び
北
海
道
特
別
交

付
金
の
精
算
に
伴
う
補
正
で
す
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
︵
第
３

号
︶

　
令
和
６
年
度
か
ら
の
公
営
企
業
会

計
移
行
に
伴
う
会
計
シ
ス
テ
ム
導
入

の
委
託
料
及
び
道
道
摩
周
湖
斜
里
線

歩
道
整
備
に
係
る
水
道
配
水
管
移
設

工
事
の
実
施
設
計
業
務
委
託
料
の
補

正
で
す
。

令和５年度　各会計補正予算
会 計 名 補正額 補正後の総額
一般会計
（第６号） 8,968万円 61億4,865万6千円
介護保険
（第２号） 39万6千円 5億2,193万8千円

国民健康保険
（第２号） 4万1千円 7億2,751万7千円
簡易水道
（第３号） 920万円 8,578万7千円

農業集落排水
（第５号） 570万円 2億2,442万6千円

◆
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

︵
第
５
号
︶

　
令
和
６
年
度
か
ら
の
公
営
企
業
会

計
移
行
に
伴
う
会
計
シ
ス
テ
ム
導
入

に
係
る
委
託
料
の
補
正
で
す
。

条
例
・
規
約

こ
ど
も
未
来
課
を
新
設
ほ
か

◆
清
里
町
課
設
置
条
例
の
制
定

　
多
様
化
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
対

応
に
向
け
、
組
織
改
編
を
行
う
た

め
、
清
里
町
課
設
置
条
例
を
全
部
改

正
し
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
併
せ
て
所
管
事
項

の
変
更
と
な
る
「
清
里
町
議
会
委
員

会
条
例
」
の
改
正
で
す
。

　
主
な
改
正
内
容
は
、
現
行
の
保
健

福
祉
課
か
ら
、
子
育
て
支
援
、
児
童

福
祉
、保
育
に
関
す
る
所
掌
を
分
け
、

「
こ
ど
も
未
来
課
」
を
新
設
、
産
業

建
設
課
を
建
設
事
業
及
び
公
営
企
業

会
計
を
担
う
「
建
設
公
営
課
」
と
、

産
業
及
び
商
工
観
光
を
担
う
「
産
業

振
興
課
」
に
分
け
る
も
の
で
す
。

◆
清
里
町
上
下
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定

◆
清
里
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
今
回
の
条
例
制
定
・
改
正
は
、
簡

議案審議

易
水
道
事
業
特
別
会
計
及
び
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
の
公
営
企
業

会
計
の
移
行
に
伴
い
、
公
営
企
業
会

計
の
設
置
及
び
特
別
会
計
の
廃
止
を

す
る
も
の
で
す
。

◆
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
今
回
の
条
例
改
正
は
、
道
路
法
施

行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
清
里
町

が
管
理
す
る
道
路
占
用
料
額
等
を
令

和
６
年
４
月
１
日
か
ら
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◆
清
里
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
今
回
の
条
例
改
正
は
、
出
産
時
に

お
け
る
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽

減
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

◆
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員
会
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

　
共
同
設
置
団
体
の
長
の
地
方
公
共

団
体
を
「
大
空
町
」
か
ら
「
興
部
町
」

に
変
更
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

財

産

◆
財
産
の
無
償
貸
付

●
所
在
地
、
種
別
、
数
量

【
土
地
（
宅
地
）】

　
清
里
町
羽
衣
町
35
番
地
35
の
内

　
　
　
１
４
４
７・７
９
㎡

【
建
物
（
診
療
所
）】

　
清
里
町
羽
衣
町
35
番
地
35
の
内

　
　
　
１
１
１
４・７
３
㎡

【
建
物
（
物
置
・
車
庫
）】

　
清
里
町
羽
衣
町
35
番
地
35
の
内

　
　
　
８
８・５
０
㎡

●
貸
付
の
目
的　
診
療
所
の
開
設

●
貸
付
の
相
手
方

一
般
社
団
法
人　
斜
里
岳
の
麓
に
て

代
表
理
事　
宮
下
晃
一

指
定
管
理
者
の
指
定

◆
斜
里
岳
山
小
屋

●
所
在
地

清
里
町
字
江
南
８
７
２
番
地

●
指
定
管
理
者
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人　
き
よ
さ
と

観
光
協
会　
会
長　
山
下
健
吾

●
指
定
の
期
間　
令
和
６
年
４
月
１

日
〜
令
和
11
年
３
月
31
日

契
約
の
変
更

◆
清
里
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
処

理
施
設
改
修
工
事
請
負
契
約
の
変
更

●
契
約
金
額

・
変
更
前　
９
千
３
３
９
万
円

・
変
更
後　
９
千
４
６
９
万
９
千
円

●
契
約
の
相
手
方

北
海
道
富
士
電
機
株
式
会
社

取
締
役
社
長　
谷
村　
修

議
員
の
派
遣

　
議
員
の
資
質
の
向
上
及
び
議
会
を

取
り
巻
く
課
題
と
対
応
の
方
向
に
つ

い
て
の
調
査
研
究
の
た
め
、
市
町
村

ア
カ
デ
ミ
ー
町
村
議
会
議
員
特
別
セ

ミ
ナ
ー
（
千
葉
県
千
葉
市
・
令
和
６

年
１
月
８
日
〜
10
日
）
に
、
柏
木
議

員
、
近
藤
議
員
、
畠
山
議
員
の
３
名

を
派
遣
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。

令和５年度定例監査結果報告
　篠田代表監査委員より、令和５年度
上半期各会計歳入歳出予算の執行状況
等の監査結果が報告されました。
【予算の執行状況】
　計画に基づき全般的に概ね適正に処理されていると認める。
【事業・契約の事務処理】
　実施計画及び工程表に基づき概ね予定どおりの執行状況であ
り、事務処理も財務規則等の法令に基づき執行され、概ね適正
と認める。
【総括】
　全般を通じて大きな不備はなく、概ね適正に処理されている
と認める。予算執行にあたっては、計画された事業等の迅速な
遂行を図ること。歳入は、自主財源である税や使用料等の適切
な確保を図るとともに、国・北海道の優位な補助金等の財源確
保に積極的に努められたい。歳出は、効率的で効果的な執行を
念頭におき、町民が何を求め、何を期待しているのかを常に把
握し、町民の負託に応える義務があることを再度認識し、なお
一層の努力を望むものである。

議会通信　【編集】　議会広報特別委員会　☎ 25-2188
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近藤　博 議員
一般質問

河口　高 議員
一般質問 部活動の地域移行について認定こども園の整備について

本
町
の
今
後
の
方
向
性
は

議
員　
国
で
は
、「
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
望
ま
し
い
安
定
し
た
部
活

動
」
と
「
教
師
の
働
き
方
改
革
」
の

両
立
を
実
現
す
る
た
め
、
学
校
の
部

活
動
を
地
域
に
移
行
す
る
方
針
を
示

し
て
い
る
。「
ま
ず
は
休
日
の
部
活

動
か
ら
段
階
的
に
地
域
移
行
し
て
い

く
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
に
お

け
る
地
域
移
行
の
方
向
性
を
伺
い
た

い
。

教
育
長　
地
域
移
行
は
、
今
年
度
か

ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
進
め
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
ま
ず
は
学
校
の
運
営

や
支
援
を
協
議
す
る
機
関
で
あ
る
学

校
運
営
協
議
会
に
諮
問
し
、
今
後
の

方
向
性
を
定
め
る
一
助
に
し
た
い
。

　
ま
た
、
本
町
の
出
生
数
の
推
移
を

踏
ま
え
る
と
、種
目
等
に
よ
っ
て
は
、

本
町
単
独
で
な
く
、
斜
里
郡
三
町
、

広
く
は
一
市
四
町
の
広
域
的
な
在
り

方
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
第
一
に
子
ど
も
た
ち

を
真
ん
中
に
置
き
、
子
ど
も
フ
ァ
ー

ス
ト
で
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

議
員　
現
時
点
で
広
域
的
な
動
き
は

あ
る
か
。
ま
た
、
学
校
運
営
協
議
会

へ
の
諮
問
の
段
階
か
ら
概
ね
ど
の
時

期
に
次
の
段
階
に
移
る
予
定
か
。

教
育
長　
教
育
長
の
研
修
会
等
の
場

で
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
実
情

や
児
童
生
徒
、
保
護
者
の
考
え
方
の

確
認
が
必
要
で
は
」
と
い
う
声
が
出

て
お
り
、
今
後
担
当
者
間
で
、
統
一

的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
も
含

め
、検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

学
校
運
営
協
議
会
へ
の
諮
問
の
次
の

段
階
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
現

状
分
析
、
課
題
の
掘
り
起
こ
し
を
し

っ
か
り
と
行
い
、
そ
の
上
で
課
題
の

内
容
等
を
整
理
し
て
判
断
し
て
い
き

た
い
。

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

等
を
踏
ま
え
て
の
考
え
は

議
員　
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
中
学
校

の
部
活
動
は
、
現
場
の
教
師
の
熱
意

と
無
償
の
努
力
に
支
え
ら
れ
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
地
域
移
行
は
、「
教
師
の

過
重
労
働
の
改
善
」
や
「
子
ど
も
た

ち
の
選
択
肢
が
広
が
る
」、「
教
師
で

は
難
し
い
専
門
的
な
指
導
が
で
き

る
」
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、

「
授
業
で
は
見
ら
れ
な
い
子
ど
も
の

個
性
を
理
解
す
る
機
会
が
な
く
な

る
」、「
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
が
減

る
」、「
地
域
に
移
行
し
た
場
合
の
部

活
動
の
受
け
皿
」、「
活
動
費
や
保
護

者
の
負
担
増
」、「
マ
イ
ナ
ー
な
部
活

動
の
廃
部
」
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
、
問

題
点
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
少
子

化
の
影
響
も
あ
り
、
学
校
単
位
で
は

各
種
の
部
活
動
を
維
持
す
る
の
は
一

層
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
等
を
踏
ま

え
、
改
め
て
町
と
し
て
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。

教
育
長　

地
域
移
行
を
検
討
す
る

際
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
他

に
大
切
な
項
目
は
、「
部
活
動
に
は

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
」、「
地

域
移
行
に
際
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
留
意
す
べ
き
か
」
で
あ
る
。
少
子

化
が
進
み
、
部
活
動
を
こ
れ
ま
で
と

同
じ
体
制
で
運
営
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
お
り
、
学
校
や
地
域
に
よ

っ
て
は
部
を
廃
止
し
た
り
、
複
数
の

学
校
が
合
同
で
活
動
し
て
い
る
現
状

に
あ
る
。
本
町
も
、
令
和
５
年
度
の

中
学
校
の
生
徒
数
は
99
名
で
、
過
去

と
比
べ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
や

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
等
が
廃
部
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
部
活
動
の
顧
問
を

務
め
る
教
師
が
部
活
動
の
専
門
性
を

有
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
担
当
す
る

意
思
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
顧
問
を

務
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
出
た

り
、
さ
ら
に
休
日
の
指
導
や
大
会
の

引
率
等
、
教
師
の
負
担
増
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、地
域
移
行
す
る
際
は
、「
地

域
の
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
を
含
め

た
地
域
で
育
て
る
」
と
い
う
意
識
を

関
係
者
全
員
が
持
つ
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
生
徒
の
望
ま
し
い
成
長
を
保

障
で
き
る
持
続
可
能
な
地
域
の
環
境

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
先
に
も
述
べ
た
が
、
子
ど
も
を
真

ん
中
に
置
き
、行
政
が
で
き
る
こ
と
、

学
校
が
で
き
る
こ
と
、
地
域
が
で
き

る
こ
と
、
保
護
者
が
で
き
る
こ
と
を

考
察
し
、
部
活
動
の
地
域
移
行
を
模

索
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
子
ど
も
た
ち
の
部
活
動
の
活

躍
が
、
町
民
に
希
望
や
活
力
を
与
え

る
と
思
う
の
で
、
中
々
難
し
い
問
題

で
あ
る
が
、答
弁
を
い
た
だ
い
た「
子

ど
も
中
心
」
で
事
業
展
開
を
お
願
い

し
た
い
。

整
備
に
至
っ
た
経
過
は

議
員　
こ
の
度
、
認
定
こ
ど
も
園
の

基
本
構
想
が
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
こ

こ
か
ら
の
具
現
化
が
本
当
に
大
事
で

あ
る
。
本
町
の
就
学
前
の
保
育
、
教

育
環
境
と
し
て
、
公
立
の
保
育
所
、

私
立
の
幼
稚
園
が
運
営
さ
れ
て
い
る

が
、
保
育
所
と
幼
稚
園
を
一
元
化
し

て
、
認
定
こ
ど
も
園
整
備
の
道
筋
を

選
ん
だ
経
過
を
伺
い
た
い
。

教
育
長　
核
家
族
化
や
共
働
き
世
帯

の
増
加
、
就
労
形
態
の
多
様
化
等
、

家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
し
た
の
が
要
因
の
一
つ
で
、
子
育

て
世
代
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
で
０

歳
児
保
育
の
要
望
が
多
く
あ
っ
た
。

し
か
し
、
現
状
の
施
設
や
人
的
・
物

的
資
源
で
は
対
応
が
難
し
く
、
清
里

町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
育
つ
た
め
の
子
育
て
し
や
す

い
環
境
整
備
が
必
要
と
認
識
し
、
幼

保
一
元
化
を
進
め
る
た
め
、
認
定
こ

ど
も
園
の
整
備
に
至
っ
た
。

議
員　
基
本
構
想
の
中
に
も
示
さ
れ

て
い
る
が
、
施
設
の
形
態
や
運
営
体

制
、
規
模
は
。

教
育
長　
運
営
主
体
は
、
認
可
基
準

で
国
、
地
方
公
共
団
体
、
学
校
法

人
、
社
会
福
祉
法
人
に
限
ら
れ
て
お

り
、
公
設
公
営
、
公
設
民
営
、
民
設

民
営
の
う
ち
、
学
校
法
人
や
社
会
福

祉
法
人
の
参
入
の
可
能
性
等
を
考
慮

し
、
公
設
公
営
と
し
た
。
ま
た
、
幼

稚
園
型
、保
育
所
型
、幼
保
連
携
型
、

地
方
裁
量
型
の
４
形
態
が
あ
る
が
、

本
町
で
は
私
立
幼
稚
園
と
町
立
保
育

所
の
両
方
で
保
育
と
教
育
を
進
め
て

き
た
経
緯
が
あ
り
、
質
の
高
い
幼
児

教
育
と
幼
児
保
育
を
目
指
す
こ
と
か

ら
、
幼
保
連
携
型
を
選
択
し
た
。
施

設
規
模
は
、
近
年
の
少
子
化
を
踏
ま

え
90
名
の
定
員
で
、
法
で
定
め
ら
れ

て
い
る
面
積
・
施
設
要
件
が
遵
守
さ

れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員　

職
員
の
確
保
等
の
面
も
含

め
、
公
設
公
営
、
幼
保
連
携
を
選
択

し
た
経
過
は
理
解
す
る
の
で
、
メ
リ

ッ
ト
を
活
か
し
、
戦
略
的
に
取
組
み

を
進
め
て
ほ
し
い
。
次
に
、
安
心
で

き
る
子
育
て
環
境
と
す
る
上
で
大
変

重
要
な
運
営
方
針
を
伺
い
た
い
。

教
育
長　
教
育
・
保
育
理
念
を
「
に

じ
い
ろ
の
こ
ど
も
、
ゆ
め
に
は
ば
た

く
こ
ど
も
」
と
し
、「
個
性
や
主
体

性
を
尊
重
し
、
心
豊
か
な
こ
ど
も
を

育
む
」、「
多
様
な
体
験
や
集
団
生
活

か
ら
豊
か
な
人
間
性
・
社
会
性
を
育

む
」、「
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の

基
礎
や
生
き
る
力
の
基
礎
を
育
む
」

等
と
し
て
い
る
。
目
標
は
「
五
感
で

感
じ
、
元
気
で
意
欲
的
に
取
り
組
む

こ
ど
も
」
で
、
遊
び
や
体
験
な
ど
五

感
を
通
し
て
感
じ
、
様
々
な
こ
と
に

興
味
を
持
っ
て
取
組
み
、
健
康
な
心

と
体
を
育
む
教
育
と
保
育
を
目
指

す
。
方
針
は
「
ち
し
き
を
育
む
、
こ

こ
ろ
を
育
む
、
か
ら
だ
を
育
む
」
の

三
点
と
し
て
い
る
。
理
念
・
目
標
・

方
針
が
実
践
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か

り
と
し
た
年
齢
別
保
育
を
行
い
、
自

由
保
育
・
設
定
保
育
を
織
り
交
ぜ
、

行
事
等
で
は
異
年
齢
教
育
、
一
斉
保

育
に
よ
る
関
わ
り
で
愛
着
関
係
を
育

む
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
教
育
・
保
育
理
念
で
、「
に

じ
い
ろ
の
こ
ど
も
」
と
表
現
し
て
い

る
が
、「
に
じ
い
ろ
」
と
は
何
を
意

味
し
て
い
る
の
か
。
理
念
で
抽
象
的

な
表
現
が
必
要
か
。

教
育
長　
子
ど
も
に
は
一
人
ひ
と
り

個
性
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も

が
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
七
色
で
あ

る
「
虹
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
た
。

開
設
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

議
員　
基
本
構
想
が
ま
と
ま
り
、
い

よ
い
よ
具
体
的
に
建
設
に
向
け
て
動

き
出
す
が
、
開
設
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。
ま
た
、
保
護
者
が
安
心
で

き
る
よ
う
、
職
員
の
確
保
と
維
持
の

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
。

教
育
長　
現
段
階
の
予
定
は
、
令
和

６
年
度
当
初
予
算
に
基
本
設
計
の
予

算
を
計
上
し
、７
年
度
に
実
施
設
計
、

８
〜
９
年
に
本
体
整
備
等
を
行
い
、

９
年
下
期
に
供
用
開
始
が
で
き
る
よ

う
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
資
格
職
の
確
保
は
、
本
町
の
み
な

ら
ず
他
市
町
村
も
苦
慮
し
て
い
る
。

町
で
も
本
町
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
、

支
援
制
度
や
学
校
訪
問
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
継
続
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
等
の
仕
組
み

づ
く
り
を
議
論
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
認
定
こ
ど
も
園
は
、
ま
ち
づ

く
り
、
子
育
て
の
核
に
な
る
施
設
で

あ
り
、
少
し
で
も
早
く
開
設
で
き
る

よ
う
熱
意
を
持
っ
て
進
め
て
ほ
し

い
。

教
育
長　
時
期
は
、
準
備
段
階
も
含

め
て
い
ろ
い
ろ
実
施
す
る
こ
と
が
あ

り
、
早
く
開
設
で
き
る
か
わ
か
ら
な

い
が
、
熱
意
を
持
っ
て
認
定
こ
ど
も

園
の
整
備
に
取
組
み
た
い
。

運
営
体
制
、
規
模
等
は
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柏木　繁延 議員
一般質問廃校後の史料の保存と利活用について

小学校統合の評価と課題について
小中一貫教育の推進について

廃
校
史
料
の
保
存
と
活
用

議
員　
廃
校
に
は
社
会
、
文
化
、
経

済
を
含
め
、
歴
史
的
遺
産
が
内
包
さ

れ
、
保
存
に
値
す
る
価
値
が
存
在
す

る
。
廃
校
の
錦
、
美
里
、
江
南
、
新

栄
、
緑
町
、
光
岳
等
の
学
校
の
保
存

史
料
の
種
類
及
び
保
管
場
所
を
伺
い

た
い
。
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
収
集・保
存
活
動
を
行
い
、

ど
こ
に
い
て
も
ネ
ッ
ト
等
で
清
里
の

過
去
や
学
校
が
ア
ー
カ
イ
ブ
形
式
で

見
ら
れ
る
形
に
で
き
な
い
か
。

教
育
長　
各
学
校
の
金
庫
内
や
一
部

郷
土
資
料
館
等
に
保
存
し
て
い
る
。

資
料
館
に
は
、
教
科
書
、
記
録
、
沿

革
及
び
校
歌
看
板
、
校
旗
等
を
保
存

し
、
図
書
館
で
は
、
学
校
の
周
年
・

閉
校
等
の
記
念
誌
等
を
保
存
、
公
開

し
て
い
る
。
ま
た
、
小
学
３・４
年
生

社
会
科
副
読
本
「
き
よ
さ
と
」
の
活

用
に
よ
り
、
学
校
の
歴
史
を
児
童
に

紹
介
し
て
い
る
。
現
在
、
教
科
書
の

電
子
化
が
進
ん
で
お
り
、
副
読
本
や

史
料
に
つ
い
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
る
方
法
を
検
討
し
た
い
。

小
学
校
統
合
の
評
価
と
課
題

議
員　
小
学
校
が
一
校
に
統
合
さ
れ

た
が
、
廃
校
と
な
っ
た
学
校
の
保
護

者
が
当
初
期
待
し
て
い
た
、
多
人
数

の
児
童
の
中
で
切
磋
琢
磨
の
学
習
、

運
動
、
部
活
動
が
充
分
に
な
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
学
習
面
、
生
活

面
、
友
人
関
係
の
分
析
・
評
価
は
行

わ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　
地
域
の
方
等
も
含
め
、
複

式
学
級
に
よ
る
少
人
数
で
は
な
く
集

団
で
の
教
育
を
選
択
し
た
判
断
は
、

現
状
と
し
て
問
題
、苦
情
等
が
無
く
、

そ
れ
で
判
断
す
る
か
は
別
と
し
て
、

閉
校
後
の
分
析
・
評
価
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
方
向
性
は
正
し
か
っ
た
と

思
料
し
て
い
る
。

　
学
習
面
は
、
全
国
学
力
学
習
状
況

調
査
結
果
か
ら
、
全
国
・
全
道
平
均

よ
り
低
い
が
、
統
合
が
原
因
で
あ
る

と
は
一
概
に
は
言
え
な
い
。
ま
た
、

生
活
・
友
人
関
係
で
は
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
ネ
グ
レ
ク
ト
等
が
学
校
長

会
議
で
の
報
告
や
緊
急
を
要
す
る
場

合
の
報
告
で
も
遅
滞
な
く
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
、
大
き
な
問
題
の
発
生

が
な
い
こ
と
で
示
さ
れ
て
い
る
と
伺

え
、
統
合
に
よ
る
影
響
は
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

小
中
一
貫
教
育
の
現
状
と
今
後

議
員　
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
、

令
和
３
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
を
計

画
期
間
と
す
る
「
清
里
町
教
育
推
進

計
画
」
の
中
で
、
小
中
一
貫
教
育
推

進
協
議
会
に
よ
る
方
針
の
確
立
及
び

ス
ム
ー
ズ
な
導
入
に
向
け
て
の
環
境

整
備
に
取
組
む
と
表
現
さ
れ
て
い
る

が
、
現
時
点
で
の
推
進
協
議
会
や
活

動
に
つ
い
て
、
構
成
及
び
具
現
化
し

た
事
業
等
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

教
育
長　
令
和
３
年
度
か
ら
の
導
入

を
目
指
し
、
元
年
に
教
育
長
を
会
長

と
す
る
「
清
里
町
小
中
一
貫
教
育
推

進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
教
育
委
員

会
か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
な
く
教

育
現
場
で
あ
る
清
里
町
学
校
教
育
振

興
会
か
ら
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
に

よ
り
協
議
を
重
ね
て
き
た
。こ
の
間
、

先
進
地
視
察
等
で
、
し
っ
か
り
と
し

た
事
前
準
備
の
必
要
性
等
を
学
び
、

ゆ
っ
く
り
と
歩
み
を
止
め
ず
に
進
め

る
方
向
に
手
法
を
変
更
。
そ
の
後
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
や
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
導
入
等
で
学
校
現

場
が
多
忙
と
な
り
、
始
期
を
令
和
４

年
度
に
変
更
し
て
進
め
て
き
た
。
現

段
階
で
は
現
場
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を

優
先
し
、
令
和
４
年
、
５
年
と
始
期

の
変
更
の
明
文
化
は
し
て
い
な
い

が
、
急
が
ず
ゆ
っ
く
り
進
め
る
べ
き

と
い
う
判
断
を
し
て
い
る
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
小
学
校
で
清
里

の
資
源
を
勉
強
し
、
中
学
校
で
職
場

体
験
や
提
言
を
ま
と
め
、
高
校
で
探

究
を
完
成
さ
せ
る
「
清
里
探
求
」
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
中
の
教

員
同
士
の
指
導
方
法
の
研
修
、
ス
ク

ー
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
の
統
一
、
小
学
校

か
ら
中
学
校
入
学
へ
の
き
め
細
や
か

な
引
き
継
ぎ
、
特
別
支
援
に
係
る
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
、
中
１
ギ
ャ
ッ

プ
が
低
減
で
き
る
事
業
等
、
で
き
る

こ
と
か
ら
行
っ
て
い
る
。

議
員　
有
効
な
手
段
で
あ
る
な
ら
、

一
定
の
目
標
、
導
入
年
度
を
決
め
て

検
討
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

教
育
長　
先
ほ
ど
現
在
連
携
し
て
い

る
事
業
を
説
明
し
た
が
、
本
年
度
中

に
小
中
一
貫
教
育
の
進
行
状
況
を
清

里
町
学
校
教
育
振
興
会
か
ら
報
告
し

て
も
ら
い
、
一
定
の
方
向
性
を
可
視

化
で
き
る
手
法
で
ま
と
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

伊藤　忠之 議員
一般質問 町内における治水対策について

ウ
エ
ン
ベ
ツ
川
に
関
す
る

問
題
及
び
今
後
の
維
持
管
理

議
員　
ウ
エ
ン
ベ
ツ
川
は
、
当
町
の

基
幹
産
業
の
農
業
の
発
展
・
維
持
の

た
め
、
ま
た
町
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
防
災
の
観
点
に
よ
り
、
昭
和
38

年
か
ら
44
年
に
か
け
て
大
規
模
な
国

営
整
備
事
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ

の
後
、
平
成
20
年
か
ら
25
年
に
か
け

て
老
朽
化
し
た
施
設
改
修
の
た
め
の

国
営
造
成
土
地
改
良
整
備
事
業
、
平

成
27
年
か
ら
は
機
能
保
全
を
目
的
と

し
た
国
営
施
設
機
能
保
全
事
業
が
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
保
全
事
業
は
令

和
６
年
度
で
終
了
と
な
る
が
、
ま
だ

改
修
整
備
が
必
要
な
箇
所
が
残
り
、

ま
た
当
町
に
と
っ
て
重
要
な
位
置
づ

け
の
ウ
エ
ン
ベ
ツ
川
の
機
能
保
全
を

考
え
る
と
、
恒
久
的
な
事
業
予
算
の

確
保
、
国
や
北
海
道
へ
土
地
改
良
事

業
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長　
ウ
エ
ン
ベ
ツ
川
は
、
河
川
の

機
能
と
合
わ
せ
、
農
地
造
成
、
暗
渠

排
水
及
び
区
画
整
備
等
の
観
点
か

ら
、
土
地
改
良
事
業
に
よ
る
明
渠
排

水
路
と
し
て
二
面
性
を
有
し
な
が
ら

現
在
ま
で
数
次
に
わ
た
り
整
備
及
び

機
能
保
全
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
地

域
の
農
業
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現

在
の
機
能
保
全
事
業
は
、
令
和
６
年

度
で
完
了
す
る
が
、
老
朽
化
に
よ
る

破
損
や
、
異
常
気
象
に
よ
る
短
時
間

豪
雨
等
に
よ
り
、
暗
渠
配
水
へ
の
影

響
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
上
流
側

の
清
里
町
か
ら
下
流
側
の
斜
里
町
ま

で
一
体
的
な
整
備
が
今
後
も
必
要
と

考
え
て
い
る
。
今
後
と
も
斜
里
、
清

里
両
町
の
行
政
機
関
、
農
業
団
体
、

「
国
営
宇
遠
別
川
地
区
土
地
改
良
事

業
促
進
期
成
会
」
等
が
連
携
し
、
一

体
と
な
っ
て
、
国
や
道
へ
の
要
望
・

要
請
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　
ウ
エ
ン
ベ
ツ
川
の
川
底
に
雑

草
が
生
い
茂
り
、
水
の
流
れ
の
悪
化

で
水
位
が
上
が
り
、
法
面
の
雑
草
も

急
激
に
伸
び
て
い
る
実
態
に
あ
る
。

雑
草
定
着
の
原
因
が
国
の
土
地
改
良

事
業
の
自
然
工
法
で
あ
る
な
ら
ば
、

国
の
責
務
に
よ
り
１
０
０
％
国
の
財

源
で
浚
渫
事
業
を
行
っ
て
も
ら
う
よ

う
国
に
要
望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
直
轄
事
業
の
自
然
工
法
が
根

本
的
な
原
因
か
ど
う
か
明
確
な
部
分

は
な
い
が
、
人
力
だ
け
の
出
役
で
維

持
管
理
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い

と
い
う
考
え
の
中
、
ウ
エ
ン
ベ
ツ
川

清
里
地
区
明
渠
排
水
維
持
管
理
組

合
、
農
協
を
含
め
た
農
業
団
体
の
皆

さ
ん
の
理
解
、
町
、
そ
し
て
国
に
お

い
て
も
、現
状
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

今
後
の
管
理
体
制
を
含
め
た
整
備
の

在
り
方
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

議
員　
管
理
組
合
の
中
の
あ
る
班
で

は
今
年
度
独
自
に
町
内
業
者
に
浚
渫

事
業
を
依
頼
し
、
床
ざ
ら
い
を
行
っ

た
経
過
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
雑
草
を

放
置
す
る
と
自
分
た
ち
も
大
変
だ

が
、
河
川
が
氾
濫
し
た
と
き
に
町
民

も
大
変
に
な
る
と
い
う
思
い
か
ら
の

も
の
で
、
こ
の
実
費
分
の
助
成
に
つ

い
て
早
急
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
ま
た
、
管
理
組
合
が
外
部
委
託
し

て
い
る
３
線
排
水
路
の
管
理
業
務
委

託
費
を
多
面
的
支
払
交
付
金
の
枠
か

ら
外
し
、
従
前
と
同
じ
よ
う
に
町
の

責
任
に
お
い
て
町
の
一
般
財
源
に
よ

る
事
業
展
開
は
で
き
な
い
か
。

町
長　
自
主
的
な
対
処
に
つ
い
て
は

大
変
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
お
り
、

制
度
上
、助
成
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

ど
う
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
可
能
か
を

事
務
的
に
検
討
し
た
い
。
３
線
排
水

路
の
関
係
は
、
多
面
的
支
払
交
付
金

が
導
入
さ
れ
た
段
階
で
、
町
が
直
接

支
援
し
て
き
た
分
を
財
政
上
新
し
い

制
度
に
シ
フ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。

維
持
管
理
が
大
変
な
こ
と
は
認
識
し

て
お
り
、
関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
役
割
と
責
任
を
担
い
、
協
調

し
て
維
持
管
理
、
良
好
な
保
全
等
が

で
き
る
方
向
性
を
模
索
し
た
い
。

議
員　
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
も
変

化
し
、
離
農
者
が
増
え
、
そ
れ
に
比

例
し
て
受
益
者
も
減
っ
て
い
る
。
ウ

エ
ン
ベ
ツ
川
を
維
持
管
理
す
る
現
場

で
は
、
人
的
・
物
理
的
に
破
綻
寸
前

な
状
況
で
あ
り
、
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ

型
の
ブ
ー
ム
モ
ア
等
機
械
の
導
入

や
、
管
理
組
合
と
の
協
定
書
の
結
び

直
し
等
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
問

題
解
決
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
・
受
益
者
・
農
協
・
関
係

団
体
と
い
う
よ
う
な
形
の
中
、
国
等

の
関
連
性
も
含
め
な
が
ら
実
態
に
即

し
た
管
理
手
法
、
機
械
化
し
た
場
合

の
課
題
の
整
理
も
含
め
、
ど
の
よ
う

な
手
法
で
あ
れ
ば
現
実
に
即
し
た
対

応
が
で
き
る
か
検
討
し
、
検
討
だ
け

で
済
ま
す
こ
と
な
く
、
具
体
的
に
関

係
者
の
皆
さ
ん
と
手
法
論
も
含
め
た

方
向
性
を
早
急
に
探
っ
て
い
き
た

い
。

議会通信　【編集】　議会広報特別委員会　☎ 25-2188
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学
童
保
育
事
業「
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
」

４
月
か
ら
の
利
用
者
募
集

■
対
象　
就
労
等
の
理
由
に
よ
り
、
放

課
後
保
護
者
が
保
育
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
家
庭
の
児
童
で
、
小
学
校
１
年

生
〜
６
年
生
ま
で
が
対
象
で
す
。

■
対
象
期
間　

令
和
６
年
４
月
〜
令

和
７
年
３
月
末
ま
で

※
具
体
的
な
実
施
予
定
に
つ
い
て
は

利
用
決
定
後
に
随
時
ご
案
内
し
ま
す
。

■
保
育
料　
月
額
２
千
円

■
申
込
期
限　
２
月
16
日
㈮

■
そ
の
他　

申
込
用
紙
は
生
涯
学
習

総
合
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
改
め
て

申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
方
お
よ
び

令
和
６
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
お
子
様
の
い
る
家
庭
に
は
、
別
途
ご

案
内
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
５
２
（
２
５
）
２
０
０
５

臨
時
的
任
用
職
員
等
随
時
募
集

北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
教
員
の

出
産
や
育
児
休
暇
の
取
得
な
ど
に
伴

う
、
後
任
の
臨
時
的
任
用
職
員
等
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
職
種　
教
諭
、
養
護
教
諭
、
栄
養
教

諭
、
事
務
職
員
、
時
間
講
師

■
勤
務
場
所　
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
小

学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校

■
採
用
期
間　
任
用
事
由
に
よ
り
異
な

り
ま
す

■
勤
務
条
件　
常
勤
（
正
規
職
員
に
準

じ
ま
す
）

■
給
与　
学
歴
・
職
歴
に
よ
り
異
な
り

ま
す

※
給
与
の
ほ
か
条
件
に
よ
り
、
扶
養
手

当
・
通
勤
手
当
・
住
居
手
当
な
ど
の
諸

手
当
を
支
給

■
資
格　
校
種
、
職
種
に
応
じ
た
教
育

免
許
状
を
有
す
る
方

■
申
込
方
法　
申
込
書
を
北
海
道
教
育

庁
オ
ホ
ー
ツ
ク
教
育
局
企
画
総
務
課
教

職
員
係
（
網
走
市
北
７
条
西
３
丁
目
）

へ
送
付
し
て
い
た
だ
く
か
直
接
お
電
話

く
だ
さ
い
。

選
考
あ
り
。

■
問
い
合
わ
せ

北
海
道
教
育
庁
オ
ホ
ー
ツ
ク
教
育
局

企
画
総
務
課
教
職
員
係

☎
０
１
５
２
（
４
１
）
０
７
５
１

こ
と
ぶ
き
大
学
祭
を
開
催
し
ま
す

１
年
間
の
学
習
成
果
を
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
日
時　
２
月
16
日
㈮

■
開
演　
午
前
10
時
15
分
〜
正
午

■
内
容

【
舞
台
部
門
】
民
謡
部
、
舞
踊
部
、
大

正
琴
部
、
カ
ラ
オ
ケ
部
、
他

【開館時間】
火曜～土曜:
　   午前10時～午後6時
日曜・祝日:
　   午前10時～午後5時

【休館日】　毎週月曜日
　（祝日の場合は開館）

【問い合わせ】
清里町図書館
　　　☎0152（25）2582

清里町図書館
トップページ

●お知らせ
●読み聞かせ会
●イベント情報
●インターネッ

トサービスは
こちらをご覧
ください。

今月の本棚

特設コーナー

動物大集合 　【期間】 ２月１日㈭～２月２９日㈭

若い人に贈る読書のすすめ 【期間】 ２月６日㈫～２月２９日㈭

　自然の中に生きる動物や人と共に生きる動物など、動物はさまざまな環境で暮ら
していますが、どの動物も私たちに元気や感動を与えてくれます。今月は、動物の
知られざる生態や魅力あふれる姿を知ることができる実用書や動物が活躍する小説
など、動物の素晴らしさを感じていただけるような本をご紹介します。本の中の生
き生きとした動物の姿をお楽しみください。

　みずみずしい感性や好奇心、柔軟な思考を豊かに持ち合わせている＜若いとき＞
に読書をすることは、あとの生き方に大きな実りをもたらします。新たな人生の一
歩を踏み出す若い人に読んでもらいたい本をご紹介します。

読み聞かせ会

ブックリサイクル（一般書・児童書）

　ボランティアの方々と図書館職員による読み聞かせ会を行います。申し込みは必
要ありません。お気軽にご参加ください。

　図書館での役目を終えた一般書・児童書をお譲りします。持ち帰り用の袋などを
ご持参ください。転売目的の持ち帰りはご遠慮ください。

■日時　２月２１日㈬　午前１０時３０分～
■場所　生涯学習総合センター　和室Ａ
■対象　おもに０・１・２歳

■日時　２月８日㈭　午後２時３０分～
■場所　生涯学習総合センター　和室Ａ
■対象　おもに３歳～小学校低学年

■期間　３月２日㈯～１７日㈰　※月曜日は休館です。
■時間　午前１０時～午後６時（火曜日～土曜日）、午前１０時～午後５時（日曜日）
■場所　図書館

閉校した学校の資料を探しています
　図書館では、学校の記念誌・文集・写真など、閉校した学校に関する資料を収集しています。もしお家に眠っ
ている学校資料・写真等がありましたら、図書館へご寄贈ください。寄贈が難しい場合は、複写 ( コピー )
をさせていただきます。

錦小中学校（昭和４１年３月閉校）
清泉小学校（昭和４９年３月閉校）
美里小学校（昭和５１年３月閉校）

特にこちらの学校について
探しています

【
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】
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☎
０
１
５
２
（
２
５
）
２
０
０
５

各自治会に申込用紙を送付していますので、取りまとめの上、
申込みください。
■日時　２月１７日㈯　【開会式】午前８時５０分～
■会場　清里トレーニングセンター
■申込期限　２月５日㈪
■練習日程　２月１５日㈭・２月１６日㈮　午後７時～９時
■主催　自治会対抗ミニバレー大会実行委員会

第３９回自治会対抗
ミニバレーボール大会を開催します

■問い合わせ　
　生涯学習課社会教育グループ　☎０１５２（２５）２００５

「さんろく」では、教育委員会による行事のご案内など
生涯学習に関する情報をお知らせします。

生涯学習情報コーナー  さんろく
【編集】 生涯学習課  ☎25-2005

２０２４.２　広報きよさと 26広報きよさと　２０２４.２27



February 2024 N
o.786�

発
行
/北
海
道
清
里
町
 〒
099-4492 北

海
道
斜
里
郡
清
里
町
羽
衣
町
13番

地
TEL.0152-25-2131㈹

　
FAX. 0152-25-3571

編
集
/企
画
政
策
課

g-m
achizukuri@

tow
n.kiyosato.hokkaido.jp

https://w
w
w
.tow

n.kiyosato.hokkaido.jp/
広
報
き
よ
さ
と

制
作・印

刷
　
㈱

広
報
き
よ
さ
と
は
、一
部
の

フ
ォ
ン
ト
に
見
や
す
さ
や
読

み
や
す
さ
を
配
慮
し
た
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ

ント
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

広報きよさと

●人口と世帯数
12月末日現在
（　　）内は先月比

　「正しく美しい愛の習字」を基本理念としている日本習字を学べ
る福原習字教室は福原千恵美さんと娘の三上千尋さんが二人でたく
さんの子どもたちに習字を教えています。
　習字教室は昭和５４年に福原さんの母である加藤さんが加藤習字
教室として始め、４５年経った今も同じ建物で教室を開いています。
　福原さんは、かつて母の習字教室のお手伝いと介護の仕事を両立
しておりとても忙しい日々を過ごしていたといいます。しかし、そ
の母が体調を崩され、教室を続けるかどうかを悩んでいたときに娘
の千尋さんに電話で相談したそうです。そのときに「今、やめては
ダメ。大変なら私も手伝うから」と説得され、まだ頑張って続けよ
うと決めたそうです。
　福原さんが習字を教えるうえで気を付けていることは「集中して
字を書くわけですから嫌がる子もいます。でも、習字をやめたこと
を大人になってから後悔してほしくないので、子どもたちが続けら
れるように、その子のペースに合わせて指導している」そうです。
　今後の目標を尋ねると「過去に習字を教えていた生徒が、仕事を
定年退職したあとに習字教室を継ぐと言ってくれたこともありまし
たので、元気なうちは現役で頑張りたい」と今後も習字教室を続け
ていく決意を語ってくれました。

vol.21街角再発見
「街角再発見」は、広報担当者が街角を
ぶらりと散策し、地域の魅力再発見につ
ながる内容をお届けするコーナーです。

（ふくはら・ちえみ、みかみ・ちひろ）
昭和４１年生まれ。平成４年生ま
れ。母と娘で日本習字をたくさんの
子どもたちに伝えている。

「
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、

　
　
　

 

　の
び
の
び
と
個
性
を
伸
ば
す
」

福
原

　千
恵
美
さ
ん

福
原
習
字
教
室

・人口
　計3,715人（－17）
・世帯数
　1,709世帯（－12）

男性 1,828人（－12）
女性 1,887人（－5）

２月に１歳のお誕生日を
迎えるお子さんを紹介し
ます

中森　大晋くん
（羽衣町南）
令和5年2月16日生まれ

K i y o s a t o
H a p p y
S m i l e

�
�������������

������

令和５年分の確定申告を受け付けます
注目記事

p7

資源ごみのプラスチック類の分別が変わりますp14

排雪の受入れを行っていますp16

街角再発見 vol.21　福原習字教室p28


